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論 文 内 容 要 旨

繕論
翻燭5醐 凱 熱 並伏に医藻工業よ貞綿 に縮 むあゐ繭,・ 徽 の植柵…練 菌の例の

嵐 黙 飢 舛 離 柵 勘 ろの の椥 灸状菌躍 爾 祉 乙 脈 翻 纈 鮪 勧

用途K庇 用でる上ムら診,糸斌菌の細肥生理的悠酊かちの厨疹{旺重辱乙あると思われ;る。

条状 菌は魎 細飽としこ能毎を,3乏 髄 生濠細肥とレ乙菌糸芭形成 レ,}あ2フ の形態

左繰囎 瞬 勘 鈴 を繍 レひ 糖 ・・働 糸樋 の撫 。シ。1・上聾 莇 る跡

'レギ_貯 蔵物賓に劇する研究は乏しく,そ め代謝に痴すゐ;研究はうとδり,糸 拭菌k:お1ケ

ゐ堺 レギL貝臓 物負の存倣 がその'性状にワいと嫁,朗 確な知躰'得 ら奴 し吻 い・

一秀瀕 糠 嚇 ・鯛 旗 勲 エネ薩 一購 物聾 レζ&レC騨 露 在 レひ ゐ二とは

巴《カ・ら知うれ,窩 た斥状菌と逃縁痘徹生物 こ物る齢 についこう(牙レ吻enの存在.㌍読め

弘 ひ ゐ比 紡 ・本襯 翻 調"諌 状菌ヒ励 効`轡 の離 並がに肋 憾

色明らか・kし・ 更に酎レ吻印碍謝の特に生合哉織蜘 く劇レて詳 レい研究奄行仔・乏・

第1章,・ 各 糎 糸状 菌 にみ けろ&レ ω3e紛 の薔 積 の;白無 および 代 表 前

絃 菌 伽 縛 醐 ご協 物31γ α騨 の性 状.

鞭 継 菌ヒおけ裾 レ㎎e岡 鶴iの 肩鰍 ついて,ヨ ウ織k抽 菌働 艶1・ 詞

判断レ艮緯果,一取』te工に鼠レた様 に大部分の余状菌Kお いてα1γco5鋤の番積色読あた。

、器 謝 。,揃㊥,。,,㎡ そ必 腋 族 麟 概 に 訳 紬 脈 ボ齢 あり,鰹
St.「ogingGlyc.ge顎

,_。 。㎞ 耀 やずく.レ 〃・姓 勧 旱い,伽 ・・卿6あ ・∬・φ蛾
Spεc珍5 CAV^mA株(6068

,{FO)色 臥 、ゐ ⊃ と.k:レ た 。 本 菌1さ 副uoo5e&
ナ サゆ　ゆヨ　 が

ム　ヒビ　の　しロ ゆ 　 ま う

離翻 鵠 ‡ ‡ 撚 猟厨 磁 体倉 配・儲 垂麟 し諮 ず・〈∠倣 鰍 の菌体
や や　　 じゆ ロ　　おロ 　

　じ　　ユし　ゆ ゆ や

嫌 鰻 ㎜ 土 士 、 よリ'&鞠e紹 紬 出 ・精製レ1そ の旙 凝 艘 討 レた・晦 　 +ト り知 ・酢灘 継 醜 慮 体よ・,母l
y卿 融 出し.・水

鰯 鰭 一 熔解 ・タ月 レ獅 徽 ・k勘 岬 精製簾

徽 の の劾 織 胸 ・n乙"励 ・と・3恥11・ 爪陵 、

勲 全鰍 鰍 卵 ・・5eが鯖 糖),部 分酸癬(図 ・'t・・1～3・・蜘 ・id・,編 厩

の擁)備 恥 難 諦レ胤 脈 ゆ 礁 駿&レ・・卿 標品破 勲 髄 なく、電気泳
一585一



繋霧灘雛

懸ま を げ の 　 ダ 　 げ

蕪灘懸
ABcD

FIG,LPaperCkromこ しtographyofCQn玉P董eteand

PartialAcidHydrolyzatesofthePurifiedGlycogen.

Aliqロotsoftheacidhydrolysisineachreaction

systcn1,asdescribcdinthetcxt,su厨ectedtopaper

chromatographyusingthesolventsystem,π ・butano1:

pyridine:water(6:4:3).A,Amixtureofmalto.

01igosaccharides,B.Isomahose,C.Partialacid

hydrolyzates,D.Complcteacidhydrolyzates.

動的にま負蝿 量的ヒも均一乙しあ1),超 遠,

爬命耕,デ ルロ趣分新の緬果から、績製

6レ曜 晦2xlO↑ ないし畝 以上の・鋳

量 芭特 フ}と於わ〃・7た。次 に,糎 セ々 酋

法K5リ 本菌のαレ・脚{瓢 畿 計 し'

愉 て詑 姓 物蛛 の&鞠 吻'性 機

の 比較 葱そ二〒な,」そ。 その 練 左 τ訟し'e互に二

畿 嫉 ・"徽 繊 のθ吻 酬 評 土旬

鎖 長,外 部 鎖 畏 並び 肉部 鎖 畏夫k:短 刀・いこ

ヒぴ堵徴 む あ る}と カ、ら,本 菌 の6}ウ¢03e・娩

`伽分枝 が多い鵬 葱掬っ 夢め ごあ 参 こと次・

推 測 ミれた。

TABLEIICOMPARISONOFGLYCOGEN

亙 αη∬ロ 糟t 鯉 卜 筆灘 ひ 且ω"
u-Amylolysislimit%ｰ>58.3

β一Amylolysislfhiご%の33.6

1soamylolysisimit%の23 .7

β一Amylo】ysis-lsoamylolysislimit%の104.2
』A

veragechainlbngthの10

Exter置orchainlength6)6

1nIeriorchainlenglhω3

【α】}1¢ 寵1,}120)÷170⊃

Iodineconlplexλma篤(nm)420一
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～
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丑

1

ヰユむへぺお

の 牌nl

,呈[conve「sioninωma既osein3h「i…ba`i・ ・a・35℃i・ ・ach・ ・ac…n・y・ ・e・…d・ ・c・・b・d
の 耳xperimontalproccduresandcalculationaredescribedlnthetext

.の
Determlnedaccording重otheme重hodasdescribedin〔hetext

,usingO.025%gly60gcn.

財2に 樋 の蜻 とξ1γ・鯛 の蓄積の蘭係1・ついて鍋べ懸 課 蘇 尿 放声 確 に

韻 畷 の菌鮪kl尊'鰍 騨 の番働 認めら蝋 輝 期に入嫉 茜 蓄績 嚇 始砿

錯慮期倹期に最天量K毘 てる⊃と於わ杁7食 。

6レ・・卿 の蛉 加 籍スクレ肩 随 基魁 レて広一し備 合の鎖左伸騎 θ1γ・・8・n
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FIG.2ChangesinGlycogenandGlucoseduring

IncubationofNeurosporacrnssa.

Experimentalproceduresaredescribedinthetext.

●一 ●,growth;・ ○一一一〇,91ycogencontent;▲ 一 ▲,

glucoseinboth.,

ゆ
sγn†haseとoく 一1、6糸 哲含 の'分 枝 戻 左倉

蘭 る隔 伽2吻 遍ざ)… る・と

は主1(卸 抑繍 箆 甲い翫 碗 仏らβ肪 ム

綬 欧 いゐ.レ かレaレ ・・騨5ン れ幡e

iδフ.ライ㍗ 乙あるα吻e曜 淳在 レな

い と、 そのテ古十生発 現 かミ起 二ら獄 い ⊃ と刀、

ら'α 鞠 ㎝痢 輪 麟 漁舶1/・ ・5・・

の生舳 ぐの不輪 莫とに 残趣 乙、・る.

頓 脚 榔54の 船,鞠 ・2に爪し乏

滋K,鰹 嬬 穂 働 齢 に1諭1γω紳

かご殆んど存」在レない=と,菩 た瓶,

D、、ck論 柚 の飽子に粛 蔵辮 か。離 しない,と 齢 レて.㍍ 蒔 払ら.本 翫

恥 る・・とkよ り&レ・轡 姓 倉蕨痢 輪 轍 鰍 醐 ご%の 翻 な・、舵 擬 ル

以下&1γα碧㎝の生合成k禽 ずる破 怠行 な・だ。

第騰 継畿繍 癬鷹o駕毒譲灘舞
.

最近K日 ・繍 瓶 ヌ。ト肝 ・雌 縣 齢 、蕨 灘 果・・ら、θレω5… さあゐ働

タ〉八・ク質1(齢 ほ 形砿 紅 樋 滅 ε鮪 に 幽.し かレ,)の 反応`d誰 体囚

乙"1ま汚之られない条件芭」必曇とずる⊃と.鱗、購rβ 莫右多く,今 後あ該i細富衡究籏果於注

目錬 ていゐ・そ泌 幽 働 縄 鯵 鰍 宮鉢 臨 燈 蘇 融 研 ゐ卿 解 ・の生

餓 雛 に・・1ζ鮒 レた・斜ノ・・5・・の舗 鰍 購 ・確 の麟 帖 柚出レ疋2魏

よ澄 の醗 糎 蔽1さ,UPP{吻glαc・5eε 顧 と レ猟 ・腸 合'フoラ イマー励 の

条件 下k:あいて∵ トリ・クロル酢酸(Tて:・4)可踏 「エタノー→し不粛 の&レ ぐ05cn塵1ン分と共に

朗 縮 飴 に砒 〕2'…5eの踊 ㈱ 殖 ε示偽 ・鷹 徽 勲 ・喬驚 の

風 蝉 譲 嚇 .が二柚の銀,材 〕吻 繍 鱗 駈 瞬 〃・液 ・観,↑c4不 」細 み

くの輪 嚥 紬3,麟 齢 レ・騨 鰻 於酬 ・3-P厩 の麟 よリ禰 レ突縣 夜
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・(おいて飢 伽 卿 髄 縮 ・・吻 ・噛 体・醸 紘 お・て伽 ・と,賜K鹸

殿 徹aレ ・轡 鱗 茄 と'・雁 移鴎素紬 諾 レ〈鵬 畝 ㍍ 脇 ら'瑚 不磨

酬 蝸 韓 藤 紬 辞 菌励 塑 の生餓 における礫 鋤 緬 ・離'レ 替6

母レω5・嚇 ・之調節ざれこいる可能性麻 ‡峠 。

TCハ 不庵 画!分・の反施生碗 勿葱各穫の絶 学該麹i理 おδ〃・ク肱コアミラーセ",プ ロナーゼ'

などの酵 素ξ岬 いて検計 レ.た緬果 、》の反応 生蔵多加5,あ る裡 めタン押 ク質に共,有緬合

レた〆一グルガン'ご'あり、)め ク。ル刀ンとタンバρク負 の緬 合は非常K酸 に弱 い縮合;宣肩 ず

ゐ=と 於}bか ・た・乏二む:》の齢 の特 性左二利用し,タ.〉バ0ク貿上K生 哉'旅…(メークツLカン

の性 状鹸 計 レ雁 果,Fl5.3に 爪 峻 様k・ 碗 の1酬 ・cρ・e噛 払痛 重鍍 に 械 る

,,・..一.・ グル方ン〃"タン八0ク質上に結合レたるの

レ ↑

詠嘉八1
言 蕊 属&謡 αlglh

Fig.3.Distributionofradioactivityoftheproducts

obtainedaftermildacidtreatmentofTCA-insoluble.

product.Thepaperstripswerescannedforradio-

activitywitharadiochromatogramscanner.G-G,,a

皿ixtureofmalto-oligosaccharides(thenumbersindicate

thecumberofconstituentglucoseunits).

タンハ・ク質よ:ぴ生彦Cレたi葛室'合度のケツレ

打ンi50く一1,4一結合の主饅k訊 司,6結 合

の合枝 ε椿 フ勧 こいあリ,甚 本的=1言

&レ吻 副 と固 伊髄 電椅りこと熔わあ 庚・

次 い為M糖 タン1、◎フ恥aレ ご㎎・"

の生倉蔵に果 たて役訓 にフいて 詳細に検.

計 可る昼的 乙,Mレ スラベ1レ 釧 ス"

実駿&行 峨 。知(粗 醜 熱の反斡系竃甲

い,UPP一 〔1叱〕3!・と・5・び'タ房 闇

'乙'窃る)と 於 わ汐・
7た 。 寺たF噛.∠ ト1く示、

レた 図IJ,各 種 了ミ ラ ーセご'介解kよ り,

二め 霞皇合度 のク"1しフ」ンの 灘k:フ し、ど

」穫舛 レた 結 果 乙'あるかこ,二 あ縮 果 か ら,

団

漏 訊.,
㌔π臨 訊:1
㈹ん∵

一"。 国 隔 ↑

6G之G3G4G5Qrigi口

Fig.4.Distributionofradioactivityoftheproducts

obtainedafteramylolysisofthecarbohydrateprepared

fromTCA-insolubleproduct.Experimentalprocedures

aredescribedin"MATERIALSANDMETHODS."

Thepaperstripswerescannedforradioactivitywitha

r皐diochromatogramscanner.(a)nottreated,(b)β 一

amylolysis,(c)glucoamylolysisG-G;,amixtureof

malto-oligosaccharides.
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ハ。ルス ラ へこ1レし,蒜 とい ζ;種 々の 嘲 吉怖 「土4ス レ た 紡 果,'R3ぢ.に 承 レ.た様.K,短 離{毒 イ.ス

峨 場創Te麻 捲齢 …払ら.母レω8畔画 命へ磁 射勧 漸 嫌 勘 馬 更ド知 御
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Fig. ,j.PulseJabeling-chasecurves.Experimentalpro-

ceduresaredescribedin"MATERIALSANDMETH-

ODS."Opensymbols .indicatetheradioactivityof

TCA-insolublefractionandclosedsymbolsindicatethe

radioactivityofTCA-soluble,ethanolinsolublefraction.

一一一一
,chasewasperformed;一,withoutchase.

1ス、」にの循 果 で＼.ら,.こ の 糖 喉7.ン1>ク 肇ミ

1協 レ・轡 の生鍼K寄 ・・て'.

伽8・ ・S卿 齪 ρ フoラィマ ー左

産 生マな中間体の役蓼1色持 フものか

あリ'款' .μ 岬蹴 にあげ.る

6レご㌘eM一 連 の生冶成1さ.,)凸 糖

タンハ'噸 輔 体紳!じ と.9Z砺 ・7

K示 レた厳な経路乏たど.て行后わ収

冶もnと ・維創て殴た。

(・)a伽51・ ・〃ツ1鞠 ・f・競K

.よ1職 初めθ1ゆ 免 残墓 か伽 †e肋

`久ト・i・K締,②aレ ・・5・・P舳 ・・

ツ・+厩 と隔 伽5・ ・卿e噛

きむ13δ 譲 のフ。ライマー.が・9/バ

ク恥 τ舷 蝋 る'(錬d6蜘3.

旨8尼

.制 スし鰯 合,轍 騨 輌 ・蘇身探

次 塵 線 的K増 加6た 。 琴た,ブ ル ロ過,法

に5.7て..癌 蚤タン'ヤク 質の擁}部 ・分 の'分二子量:

～分布 漸 則定 レた稲 果,あ る種 のタ.ン八07

興 と 齢 可る(x一 クツ←方ン は、けレ`08『h .

k比 べ{紛 子量K命 和 ずゐ うの こ あゐ 二

とか:蓄理}あら収た(Fr5.6)
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Fig.b.Gelfiltrationsofthelabeledglucanfromthe

TCA-insolubleandTCA-solublefractions.Thelabeled

ghtcansobtainedfromTCA-insolubleandTCA-soluble

fractionsasdescribedin"MATERIALSAND.METH-

ODS"wereindividuallyappliedtoaSepharosc2B

column(1x7cm).Radioactivitywasdeterminedby

countingdirectlywithadioxanemixture.(O)the

glucanfromTCA-insolublefraction,(O)theglucan

宜omTCA-solゆ1efねction ..レ!o,bluedextran;7i,

glucose;thevalueof13Swasdeterminedwithapartial

hydrolysisofshellfishglycogen.

Protoncarrier 騨 ●inInt姻 ㎞to

→

恥 量oin.q開 εnpri閥r
ol伽 騨s● 噸
1θ「09◎ 陳 】軌lr◎ 叩

Glycogenpimer

一弟 マ・ゆ

R糠1" .G脚9㎝ 沸 鎗

十
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痴 σト繍 き,・・ラ杓 一雌 睡 レ,ご のプライ㍗ 酬 γ・・8・・ ∫γ・t膀・ 岬1脚'

掛猟oh、h5e脇 遡eと 距宍剛 踊Kよ.り 創γω5轍御松来ヱゐ}機 儀」なある・

助 様 に櫓 則し姓 齢 識 構Kつ し、て更k癬 材 窃 鰍 臨 二 ごその霧継 推定 匠

各醜蒸,F久c柘 卜,中闘体の分誰i、糟製およが'その性質Kフ いての検 言キ麓邸蓼であゐ。

そゴ 本破 び・・,プ ライマ適 鞭7・ ・酢 ・1上吻 伽2・ ・吟 ・伽5e諭 路 織

芭試∂ナ,)欠いび2ト酵勇ミの濤…レし、'1圭質の検 き寺芭4〒なフた.。

魏 章,衡 レ σ・3e・・rγ幽 ・eの 儒 礪 雛 ぴ 衡レ・勾ごhgy榔 ・

の 一般 前 議 性 質,タ ンハ・ク蜘 噂 爵 輔 注 賢

論 ・・蜘 ・aレ・%・・ツ・+h・・e謳 凱 樋 ・ 卿 丘一ω`1・1・5…1…ch・ ・剛 ・一

卿 γ,確 楓3一 繍 ・P・・Pγ1一艶Fh…5・C・'燗 ・h脚 伽8脚h/・8購 徽 ・

纏 説 性・翼　鵬 獺UDP-e℃ フgl"・・3・の〔1曝C〕易1μ`・・e択フoライマー として加越

a鞠 ・・漁 椥 瞳 瀕1随 レ.ζ行砺 え・町8駄 吉己筋 法 ・・伽'燈 ・繍 鋤 受

本藤 の3一伽 ・卿/L5・Fh郷 …i・ 隙c向 卜伽 τ0一

Fi躯鼎階謙 駄綿y躍
S蜘rosecolum

璽 ・
く ロ
い 　 ニ

蓄8　ロ 　 　

霧 .ぐ曇

タ 　

=

蒼甚 '

斎

の 　む 　 お

、FrGC曾ionn㎝ber【2rnl}

漁BL跨 皿.

ヨ・・phノの トe・ch脚 士・蹴 あ屈 ・・ 徽 塩 鍛

勾 魑己Kお1},タ ン 八。ク質 と本 購 秦 浩'性Lかご一蚊 レて ヲ吝.ム

宴敢 る)と が わ 久冶 。1上艶 のぢ 斌K.従7て 漁i裂 レた∫易

倉 の比 ヲ古性 のi麹ヒ.言)'よが"回以 津&「 「bble.皿、k苔 とあ

た が,)の 様:K比 拓 性1さ約 ヲoク借k,3た.阿 以 ・華t渉.

4♪%ご 奴 季 よく回 収 窒 れゐ}と 択 わ.本ゐ 。

精 撫 レ・・3… γ・f厩1語1…5・ 一6-P依 醒

(D型)て 割 ・殉 ・・8・・ 即 ・・幅 釧 珊e'

PURIFICATIONOFN.CRASSAGLYCOGENSYNTHASE

Purificationstep Vol脚me

(ml)

Activity

(u【藍ts》

Specific

ac燵vlty

(units/mg)

Yield

(%)

20000Xgsupernatantl

iooOOoxaaeuet2

DEAE-cellulose3

45%(NHq)2SOq)precipitate4

3圏Am血OPτopy1顧Sepha蕾ose5

100

100

iss
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20

38511

39415

26285

25341

16384

0230

0510
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633i

8846

ioo

102傘

68
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Pho5phoヴ1α ∫eラ壱性 造含 討3く'デ 訊 ク,βP5電 気旅 動 的K珍 均 一Z、loあ・罠 。

精1裂酵 菜ミの一 疲 百寸首旨'性質(pH,搬,金L属 イラrンンゐヒら学 試 三集(の影 響)芭 検 制・レ,併 わ せ て

他 の 生物 虫 来の酵 菰 と{ハ民:較&行.最 。 召彙,本 露 潔 あ冷 子一監 奄SりS電 気 旅 動 著け超 遠.

1ビ'分析 該 並が シ三燈 髪度勾 画醜iぼ 分 耕1亥Kよlll険 きrレた 。本 訪熱 芭 常云 忽 理 後 、5P,s電 気

宏 鋤 該 か ら得.た本 麓 桑 の!分子量1さ 調 〃00ご 協 リ'蓼 た'超 勘 じ今祈 の貰 牌 八ウ ー ンF愉?

IBmin12min6min

Sampleconcentration,0.5%w/vin50mMglycinebuffer,

pH8.0.Rataspeed,55,430rpm

日8・70・s嘘 。詑[陀 ・・けyα加i創(潅 前愉・iゆi。,αP、 而fi,d

Glycogensynセ 臨

ハ コ　

蓑 、。

呈 、。§

、。§

、

q
↓
山

b
↓
λ

C
↓
鼠

oiozoao

Fradimrv+nberf7Nrosl

o・YeロsセGbCQse〈…一PDH .`℃メ16QQ、bMu6c杷P囎ose{1〔瓢
ooo)c.Cotalase(ZSQOOp)

か ら来.めたS埴q2.5S)駅 爪す本 麟 療の!分 子量1～∫お δ:そ25～ ヲ0て ていあ7漁 。 こ,の続 県δ:1}

本 略 素は 同一 む9ン 八・ク質 於数4国会 企 レた 右 のZl・あ る}と が 予想 ざれ 、 》の 颪に つき7ヨ糖

宏 度 勾甑 廟 本繍 い検 吉捷 寸旧えだ ・Fi3.10・ 訪 ～2・%ラ ・纏 皮 勾 配 芭恥 た超 靴

分面n箱 果 び あ ゐ 。6㌧b,0は 分 子 量;概知 の1瞬素 タ ン岬 ク輿 のラ死降位 置 芭 派 レ,♪ 列稀 に,

書16圏 く:一 巳二

郵:＼ 、

1・髪 三:× く三
0204060

T旧「闘e(rmn,

Fi:1.11.E[fectofproteasesontheactivityofglycogensynthase,glucose-6-P-dep

t三〇nsseei脆 亀hetext.AhquotswerewithdrawnatdifferenttimesandtheactM

theabsenceorinthepresenceofglucose-6-P.Opensymbolsandsolidsymbols

thep=esenceandintheabsence6fglucose.6-P,re5pec擁ve!y.O.●,contro1;△,▲ 魯

sh.

本 嚇 は'つ 伽 ・卿P釦k(皿)と ヲフ の 珈 η・卜

pe訊k(工,■:,「邸)色 爪 レ,そ れ セ れ 〃}麓瞬:位置 から

菊 あ た合 写量 とδP5電 気 珠 動 該.がら未:あた分 子

量 の鯖 果 か ら 、`工),(工L),(皿),(W)は それ 乏・吼 モノマー,

ゲ イマニ,ト リマ ー 、ラ トラマ ー と椎 定,され 天,

こめ 篠 な維果 か ら,本 鵬 素 悟 易8σσ0め'分子量 と特

フ鏑 画t姓 と して ヲ個 会合 レ絵 合 聯 乙励

ndentform,Forcondi一
'wasmea臓edeither甑

epresenttheacti吋tyin

rypsin;ロ.騨,chyrnotryp一
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二 と・がく:わカ、っ〕之・ 尋食 げア ミ ノ酸 づ}赤斤,.PNS4ヒ 咳Kδ:環gN太i爺1了 ミ ノ1酸 分 霜 の余看果 か ら)、

本 齢 のs画h、+は7ミ ノ酸 クooイ固斜 糎 鈴 レ、H、・+、翻 ・ 苞N:繍 と⑭ δ1剛 ・

pepナlde爪 ら横 載 され 冶=と 次}bム ・罠 。本 鴎 熟の α「怯co5e-6-P'依 存性 茨 足部位 左 鷺 性

中{じ部 位 廟 係 を検 計 す 裾 的 で 本酵 李融 タンノ凹 質合 解 酵 素(ト りプ ンZヤ モ トり

ツ.シ ン)Kよ 獺 験 職 行 な 承 ・F曽.由 歌 レた様 に渚 モ トリフ.〉 ン.に掃F齪

介 解 乙・は,全 智 瞳:嬢 化 な レKθ`μ ω3e一 ひ 曄 依 存性 治 性 の増#肱 起 過 。 二の 榛 な

⊃ と か ら奉酵i紮の6河麗05ε一6-P4衣 存'性淡 定:都イ立.1ま,ある～程 度尭 性 中幡 部位 払ラ睡 収を戸斥に

あ る とキ象瑠ll芝収ゐρ

第 瞬Ail・S† ・卜i・劾 県 電・よ妬1γ`・3。・9γ・伽5eの 別 揃 節

織 鷹,&1・ …e+P磁 性4と機 撫 並{雌 励 … 卿 鞭

の フ ρラ イマ ー イ衣 痔'性.

鋤 繍 にお けろ 殉 吻 ・・卿+h・ ・e磁 性宕櫛5嚇 酬 ・・… 一6-P悌 型 Φ 型) ..

と非 依 鯉(工 型)・ 緬 変靴 劫 比 次 齢 猟 ひ.ゐ も三 ・か 降 蜘 舶&1ノ ・・3・・

罎 んK額 レζ 賄5† 解 力・ら得 られ 調1甥 ・・夕y漁 ㈱ て"φ・大 都 備1"ω5e-6-P

依 存 性 伽 ・ とか ら,本 菌 励 ・噌 α 姓 餓 は,け1ノ ・勉釧 ・γ・†A… に 輌 る

研1民`・5e-6-Pとa`μ ・5e-6-Pα 慮8。hi・七」・よ酬1・5f・ 卜1・㈱ 節 呵 能 齢'凝 ら踊 。

翅 款 ・・ て櫛 栂 ↑な・た 蘇'沼d・ ・剛ph・5吻 †欣 α1・・喫 並P・ 耐 ずる辮

餉 搭 タn魚8側15bぴ あ 汐=と 於 わか ウ突 。Ff3」2か らわ 汐・観 策に,梼 に!4レP汐 ミ.強、、働 き

・噸 臨 錨 ・麟 灘

6

4

2

〔
量

こ

。
ミ

;

腫ono

コリ リ ム　　

〃 …髪
012345

/Glucose-6-PlImMI

&ホ し,低.鞍 の(射艮CO5e-6-P条 窪 下.にあ いて.その 作 照

磁 レい地 嫌 妨 焔 ・更k謝 ・・剛ph・ ・p脈

の作 幅 機 蜘 こ肉 レK納e曾C5.の 面 かラ 詳 レくオ婁討 レ乏

蘇'蜘 剛 凶・脚 焔 飽 ・・∫e-6一助 蘇

くめ縮 色以 外 にUDP一 ヨ1艮co5eめ 結 合 に斡 レて も 囎.

する=と かぐ.わか・.復 。承ζいζ⊃・6rl帆co5《=一6一卜角本 醜素 に

轍 肺 性 嬢 蜘 ・フい て 備 討 レ乏 ・F酬 氷 爪 レだ

蕎果 は,6ヒ1αω5e-6-Pラ 獲度:変化 におタ本 酢 素 の びρP一
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Fsg.13.Apparent1141chaelisConstantsofSubstrates

asaFunctionofGlucose-6-P

Em
10

E

51豊

÷

0

＼●一 〇鞠
012345

Glu弓◎5e-6閉P{mM}

、 至』

塁
2書

こ……

や

の ラ舌,1生化機 櫃.に1狛する柴 酸 紐 果を.参浩 に

体形泳 フ・識 討 レ備 果渉 嚇 ・・雛 靴 以外kも&物 ・・と齢 すろ鮪 鮪 菊

・と雄 刻漁 。Fl3湘 以・・繰 も・・,以 酬 励 吻 ・・5卿 ・e・模

【'6、ブ4助 僻S計 爲 ・・Gly・㈱ ・・卿 ・e

鐸

亨

亀ξ

ぎ
鴫

gl・C・5e扮 備i鱒 ・困 ・湘 る ・づ江U碇 教

の知 ヒび 励 。 この 結 果力・灰 湘 ・。,c冶 網 鋒 醸

の(晦 α写e列に姓 ず汐親 和力&彪 す∫匹させ る働 き巴著

フ 比 柿 鮪 ・殉 塑 α 功 伽 餉 母レ催 ・

にζfすう観 湘 性 の向顧1♂,歩 酵 素め倉 皮 機'横A解

俳1に粛 レて ≦鍵 乙』ある 。 そこ.乙い先のa・【"co5e-6-P

,種 ぐ〃}糸件 下 に 調 ける・本.1賦素と6rlyα醤e"の 複 合

抽 靴 勧 レ た 加 乙・扁 。 醐"並 び・慮"は 動 にnl飼 舟

麟壌 レ乙hる}ヒ 妄示 レ,そ りtそ雛tの5め 闘1じ には'ラ 言性

中1じ部 位、αレω3eh'(対 いω5e-6-P並 びソゆPめ 綻沿 部位

於 存在 て る・

引 γ・・3・・Sγ漁 ・el識 レ・・2・・蛉 厳 臓 ・中ご7ラ イマー

働 ・・3・・.に作1比 げ ろ購 勲 亀あゐ.眺 ぺ たが ・・の 疑

職 に砺 鳥 食V・・6・・轡 ・+h娩 のフρラ4マ ー 備 性1(

ワ、、て検 討 レ・た。Tablc一▽ に マ1レ トオり:ゴ糟 の7。ライマ ー

.話性 に フいて 調 べ負続 県&苔 と あた 脚
,=の 」薩 に,(禦 μC"eノ

図・1†・5・'図 ・lt。で・1・5・の オ 。1コ糖1ま δly%・ ・暁 較 い

TABLiEIY,ACTIVITIESOFOLIGOSACCHARIDEACCEPTORSOFGLYCOGENSYNTHASE

AccepCO: Concentration G監ueoset【a既s藍erxed

ｵmol/minpetmgprotein

Glucose

Maltose

blaltotriose

.N.crassaglycogen

100mb7

200mh1

100mM

200mM

100mM

200mhl

10mgJml

0

0

0.iza

O.304

0.07

0.100

s.ssa

a

O

is

4A

O.7

1.5

100
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瀦 脚 齢 舵 プ列 マー益髄 撫 ない・翫 本勘 卿 ・騨 .・・砺 ・%・聴

ph・5ph・噴 ・軌6一 碑!娩 旛 レ嗣 ・湘 ・,烈耐 ・・7曜 乃 イマ 諸 踵

調 腿 蘇,Fl2」5(左 図,)に 爪レ伝様 ・に,0・ 価 ・h蜘 帳 鰍2勘 レ3個 曜 助 厩

1瞬dex捧1・ ・挽 砂7ρ ラ・・ 他 レ・働 な、、・と勘 久 る ・3・al/塑 ・P血・5〆・グー

loseh瞬de梱 噛 勘 ・椀 マ … 油 歯 差Kフ いてK雁 †、cs姻 か ら複 討 欧 鮪 果

(F噛 ■∬,右1図)、7。 ライマ ー 切0快 †eトch蔚 れが 短 かく なる と露 素 に対 すう親 」和性 掴'蕨少す

祉 と汐吻 か ・た・以 畑 繊 刀・ら'&レ ・・押S/紬a5e帆 そnラ維 薬 現 に7.ラ 菅 一

粒 男 瑠 と し 、その 漁 の フ。ラ4マ ー σ 高 璽合度 の,レ か 診0"↑eトchα 、h斌 射 固以よ の(到に05e

残 基 縮 フ 加 笛 け れ1猫 ら伽 ・と 帥 か 飛 ・一ソ 隷 備 細 一.勘 α1/・騨 生命

疹ぐ梅'駿 にお け る本 鴎 紮6屑粟馴 ～巨更K日 目碓 に可{》・も の と島・わ 畝る。

/
ル
ノ
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O
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}

o/〆
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./

,o

至
6

建
C

ミ4 0

■

1

Op246
0246

〔⑤y・。9帥]〔mg/mけ1/[G・y・ 。9・・](mgか げ1

Fig疹.V頗 。・・p㎞ ・・肌繊 ・ti・・ki・・ti・・。fth・p肛ifi・d瓦 ・・・…gly・ ・9…y・th・ ・e・Gユy・・9…y・th蹴

wasassayedundertheconditions(inthepresenceofglucose-6-P)describedinMaterialsandMethodsat

thefinalconccntrationsofprLmerindicated.Double・r6cIprocalconcent聰tionofthe皿medataareshown

inthedぬgrε ぽnontheright.+.』1>.crα ε5αglycogen;一 ●一噛phosphorylase㎞itdextrinofN.crαs5α

91y己ogen;一 ▲一・β一a凪yぬse㎞itdextr加ofN.ごrα ε3α9二ycogen.Deta処saエel血thetext.

第 噂,&17・ ・5・・5γ幽5・ の雄 椴 旗 の翻

α1γ・・8… γ・+h・・e劇PP-31・ ・… ヤ(aレ ω5釧)・ ⇒(α γ・〃8・・)禰+UPPご 馳..

蝋 祝 額,2生 鋤 及勘 鱗 ご揚 於'α1遡 ・・.5γ・+h駅 娠 磁 櫓 ・陶 る

椴 腱 励 こ劾 … 本 醜 麗!γ … 蜘 贈 レ・轡 桝 脇 ・葱 恥 反.罐 働

解 新 芭行1あ 農・ ま'ポ酬 鴎05C-6-P濃 度 と反沁 速 肢 の検 計1籟果か ら,7鰯 毒1は6ヒ楓CO5e-

6-Pと ト配 絃eii5-me凶 十eハ形 式'の複 合 体 奄形 成 し,言 突,(M底co史 一6-Pに 対 ずうk拠 偵

は048q娼 岡で協 うこ と於 わ駆 ・嚢 ・一搬 の反麺 と異 制 ・本 醜 黍反愈 の筋 令'(烈/ω3cu
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1さ蘇 沁 徹 後 亙通,けて殆 んと・性 質の上 び も膿 度 の上 び も1Σ別 訟来 欝 い トeに 十ah十 び あ る 。

〉の 誌 セ滝1込、し,及 応・機 横1の餌 ・析 苞行 な,夜 。

穣 質濃 度変化 に伴 う初 兎 段 変化 の酔 析.及1沁 圭:哉物UPPの 阻 堪 里 り餌リ町 並 が遂反 沁

餓 ・締 汐・ら本聯 廉 磁 彫 式・・財16・ 示レた働9卿E∬ ・職 …

Rα跣do轍BレBll機 樋 形式ぴあ11、謬夜図k序、レた様落,正 反施 の反応速度式伏誘導貢れ後,

次、、ひ誘恥 夜庶 勅 速験'と 喫蔽 斥蘇 から、反託初 鑓蘭 あ係数,反 沁鐡 定数 並杁し'

毎解灘 良数越 あ氏。その縮果急丁久ble7ヒ 啓とあ た於 、得 猟 た反沁毘度繊 のホ課

から本麟素反征熔老レく冶残'反7沁k傾h(い ることかと・わ〃・リ,詔 ヒ稗歓鮭定1数の億果から.

2卜酵秦反応め律医圷遊維め酵 紮と片オの茎質〃鰻 冶体 ㌍形放すう段 陶(あ ること 訳 わかる。
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SummaryofData

Kineticcce}flcients

φ。・OlO6mg卵 。t。1nxmL・

pxymol

φ 馳露QO76moofpro↑einxmin

・器 閃・剛

φ2・q143励go響 即t5、n翼m竃n
zmMperNmd

φゴ α625mqo奮 μ。曽●lnmln

翼{浮XmMp。rμ 圃

Cα剛di㎎ 樋no雪b㈱ 奪αn悟

㎞

㎏

楠

臣

鴇

陥

9434川dノ 漁per冊9

0.lO6」 」md!minormo

　ロ　くラ　リノ　 む　むむロコロ

1ζ撫瓢瀧 瀦
O.717mg!mlGlGooen

v'kl`εGS,'附`El}1+`G⊃ ノK隔+`。 ソ時 ←`SV魁IG㎜K弓
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審 査 結 果 の 要 旨

グ リコー ゲ ソの代 謝 に関 す る研 究は 主 と して動 物 組 織 また は細 菌 菌体 を材 料 ど して 行 なわ れ てお り,

糸状 菌 につ いては 貯蔵 物質 と して の グ リコー ゲ ソの 存在 お よびそ の 性状 につ いて さえ情 報 に乏 し く,

代謝 に関す る詳 細 な研 究 は殆 ん ど行 なわ れ てい な い。 本 論文 は 糸状 菌に お け る グ リコー ゲ ンの存在 並

びに その性 状を 明 らか に し,さ らにグ リコー ゲ ン代謝,特 に生合 成 機構,に つ い て詳 細 な研 究を 行 な

った もの で あ る。

著者 は まず各 種 糸状 菌に つ いて菌 体 内 におけ る グ リコ ーゲ ン蓄積 の状 態 を検 討 した結 果,胞 子 を得

易 く,生 育 の速 いNeurosporacrassaの 野 生株 を実験 材料 として 選定 した。つ いで,本 菌の菌

体か ら稀 トリク ロル酢 酸 に よ りグ リコー ゲ ンを抽 出 し,そ の性 状 を検討 した 結果,本 菌の グ ゾコー ゲ

ンは動 物 由来 の グ リコー ゲ ン と比べ て分 枝 の多 い 構造 を 有 す る ことを 確認 した 。

本 菌 の生 育 と グ リコー ゲ ソの蓄 積 との 関係 を検討 した 際,胞 子か ら出発 した培 養 直 後 の 菌体 内 には

グ リコー ゲンの 蓄積 が認 め られ なか っ た こ と,お よび本 菌の 胞 子は 全 くグ リコー ゲンを 含有 しな い と

い う報 告 に接 した こ とか ら,著 者は 本 菌が グ リコ ー ゲソ生合 成機 構 の なか で未 解 明 な 点の多 い初 発合

成機 構を 研 究す るの に好 適 な材 料 で あろ う と考 え,本 菌の 粗酵素 系を 用い て 初発合 成 機 構 につ いて検

討 した。 そ、の結 果,グ リコー ゲ ンの初 発 合成 に際 して あ る種 の蛋 白質が プ ライマ ー合 成 の受 容 体 とし
ノ

て機 能 して い る可能 性が 示 され た。 この可 能 性は 他の 研 究者 に よって も示 唆 され て い るが,蛋 白質へ

の糖 残基 の転 移 に は 非生 理的条 件が 墜要 で あ って,生 理 的条 件下 で 反 応 が行 なわ れ る ことを確 認 した

の は 本論 文 が最 初 であ る。 また,著 者 は蛋 白質 上 で合 成 され た プ ライ マ ーは やが て遊 離 して グ リコー

ゲ ン合成 酵素 の プ ラ イマー と して働 く機 構 を推 定 した。

i著老は つ いで,グ リコー ゲ ン合 成 に おけ る主 要 な酵 素 であ る グ リコー ゲ ン合 成酵 素 の分 離,精 製 を

試み,ほ ぼ均 一 な蛋 白質 と して得 る こ とに成 功 した。 精 製酵 素の性 質 を詳 細 に検 討 した 結果,本 酵 素

は動 物 由来 の酵 素 と類似 のsubunit当 りの 分子 量 を有 す る会 合酵 素で あ り,ヒ ス チ ヂ ンをN一 未端

とす るsinglepeptideか ら構 成 され る ことが 判 明 した 。 著老 は さ らに 蛋 白質 分解酵 素 に よる限

定分 解,種 々な 条 件下 に おけ る酵 素 と グ リ コー ゲ ソの複 合体 形成 の 検討 な どの結 果か ら,本 酵 素 にお

け る(}lucose-6-P依 存 型 決定 部位,活 性中 心 部位 お よび 基 質結 合部 位の 関係 を推 定 し牟。 また,

本酵 素の プライマ ー 要求 性,反 応 機 構 に つ いて も明 らか にす る こ とに成 功 した。

以上,本 論交 は糸 状菌 に お ける グ リコー ゲ ン生 合成 の機 構に新 し い知 見を 加え た もの で あ り,糖 質

生化 学,微 生 物 生化 学の 分 野に 貢献 す る と ころが 大 き く,農 学博 士の 学位 を 授与す る に値す るも の と

判定 す る。
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